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井戸

く
ま
も
と
県
民
文
化
賞
「
本
賞
」
は
、

「
一
定
期
間(

１
０
年
間
程
度
）
継
続
し

て
、
地
道
な
文
化
活
動
や
特
色
あ
る

文
化
活
動
に
取
り
組
み
、
芸
術
・
文

化
の
普
及
発
展
、
文
化
的
資
源
の
保

存
継
承
、
そ
の
他
文
化
の
振
興
等
に

功
績
が
あ
る
と
み
と
め
ら
れ
る
も
の
」

で
、
棚
底
地
区
振
興
会
は
、
棚
底
城
跡

の
日
頃
の
管
理
や
文
化
財
関
連
情
報

(

振
興
会
だ
よ
り)

な
ど
の
定
期
的
な
発

信
、
文
化
財
を
め
ぐ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
の
活
動
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
て

の
受
賞
と
な
っ
た
。
授
賞
式
は
、
３
月

１
７
日(

木)

に
熊
本
県
庁
知
事
応
接
室

で
行
わ
れ
た
。

式
典
で
は
、
司
会
者
が
受
賞
者
の

経
歴
や
受
賞
理
由
を
紹
介
し
た
後
、

蒲
島
知
事
が
表
彰
状
と
記
念
の
盾(

ト

ロ
フ
ィ
ー)

を
授
与
さ
れ
、
私
も
稲
津

会
長
と
並
ん
で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
賞
状
を
会
長
が
副
賞
の
「
盾
」
を

私
が
受
け
取
る
こ
と
に
な
り
、
さ
す

が
に
緊
張
で
手
が
震
え
そ
う
だ
っ
た
。

授
賞
式
を
終
え
、
改
め
て
「
県
民
文
化

賞
」
の
歴
史
の
重
み
を
痛
感
し
た
。

今
回
、
こ
の
よ
う
な
権
威
あ
る
賞

を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

偏
に
こ
れ
ま
で
振
興
会
活
動
に
携

わ
っ
て
い
た
だ
い
た
歴
代
の
会
長
他

多
く
の
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
ご
尽
力
、

ご
支
援
の
賜
物
と
深
く
感
謝
申
し
上

げ
る
次
第
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
振
興

会
会
員
一
同
、
地
域
の
文
化
振
興
に

さ
ら
に
貢
献
で
き
る
よ
う
活
動
を

図
っ
て
行
く
所
存
で
す
の
で
、
ご
協

力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

蒲
島
知
事
か
ら
表
彰
状
を
い
た

だ
く
稲
津
会
長(

写
真
右)

受
賞
後
、
表
彰
状
と
盾
を
テ
ー
ブ

ル
に
緊
張
の
二
人(

写
真
左)

受賞後、知事と一緒に記念撮影
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２月末

935（+6）

１月末

483 1,048（-8）

929

480（-3） 1,056
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２月末 １月末

625（+1)

高齢化率
５０.７７％

人　　口

　人口動静

世　帯　数

棚　底

浦 277（0）277 624

447（+4）

1,204（+1）

宮　田 443

2,609 2,608（-1）合　計 1,203

今月の石垣散策トイレ掃除当番

自治環境部会 毎週 火、土曜日

倉岳小学校 毎週 木曜日

４月 ５日（火）棚底地区振興会役員会

４月 ６日（水）～１５日（金）

春の全国交通安全運動

４月１２日（火）棚底地区振興会総会

４月２４日（日）史跡めぐり＆ウォーキング

（コロナ禍のため変更になる場合あり）

振興会部会員必見！

令
和
元
・
２
年
度
に
行
っ
た
、
発
掘

調
査
と
石
積
悉
皆
調
査
を
覚
え
て
い

ま
す
か
？

令
和
元
年
度
の
発
掘
調
査
で
は
、
初

め
て
完
全
な
形
で
土
師
器
が
出
土
し

た
ほ
か
、
Ⅰ
郭
を
囲
っ
て
い
る
横
堀
の

範
囲
を
確
定
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
の
石
積
悉
皆
調
査
で

は
、
棚
底
城
跡
内
に
た
く
さ
ん
残
っ
て

い
る
石
積
の
正
確
な
位
置
と
数
、
寸
法

を
写
真
と
と
も
に
記
録
し
ま
し
た
。
ち

な
み
に
、
石
積
は
全
て
戦
国
時
代
の
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
ら
の
成
果
を
学
術
的
に
ま
と

め
た
報
告
書
を
刊
行
し
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
図
書
館
、
倉
岳
支
所

に
寄
贈
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。(

天
草
市
文
化
課

宮
崎
）

～令和元・２年度
調査報告書ができました～

刊
行
し
た
調
査
報
告
書

新
年
度
の
４
月
か
ら
２
年
間
、

棚
底
地
区
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

地
域
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
を

担
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
区
長
さ
ん
を
ご
紹
介
し

ま
す
。(

右
表
の
と
お
り)

区
長
さ
ん
に
は
、
地
区
の
事

業
運
営
や
諸
行
事
開
催
等
の
外
、

区
長
会
か
ら
の
周
知
事
項
や
高

齢
化
に
よ
る
地
区
内
の
諸
課
題
、

地
域
住
民
か
ら
の
相
談
事
や
要

望
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
問
題
解

決
に
向
け
て
地
域
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
健
康
に

気
を
つ
け
て
ご
指
導
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
地
区
振
興
会
で
は
、
自

治
環
境
、
役
員
会
な
ど
に
所
属

し
、
地
区
の
代
表
と
し
て
お
世

話
に
な
り
ま
す
が
、
振
興
会
活

動
を
ご
理
解
の
う
え
棚
底
地
区

の
活
性
化
の
た
め
に
お
力
添
え

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

３
月
２
０
日(

日
）
ト
レ
イ
ル
ク
ラ

ブ(

代
表
稲
田
哲
氏
）
主
催
の
月
例
登

山
会
に
、
同
ク
ラ
ブ
の
会
員
ら
１
０

名
で
矢
筈
岳
に
登
っ
て
き
た
。

当
日
は
、
薄
曇
り
で
肌
寒
い
中
、
午

前
８
時
４
５
分
に
振
興
会
広
場
を
ス

タ
ー
ト
。
足
慣
ら
し
に
石
垣
や
コ
グ
リ

を
散
策
し
な
が
ら
諏
訪
神
社
下
の
海

抜
ゼ
ロ
ｍ
地
点
ま
で
歩
き
、
そ
こ
で

海
に
足
を
浸
し
て
か
ら
よ
う
や
く
登

山
開
始
と
な
っ
た
。
時
間
は
既
に
９

時
２
５
分
、
悠
長
さ
に
戸
惑
っ
た
。

し
か
し
、
山
道
を
登
り
始
め
て
足

慣
ら
し
の
意
味
が
理
解
で
き
た
。
特

に
城
山
か
ら
登
る
ル
ー
ト
は
、
初
心
者

の
自
分
た
ち
に
は
、
ロ
ー
プ
が
な
け
れ

ば
滑
り
落
ち
る
よ
う
な
急
峻
な
箇
所

が
多
く
、
過
酷
な
ト
レ
イ
ル
コ
ー
ス
で
、

頻
繁
な
休
憩
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

１
２
時
、
悪
戦
苦
闘
の
末
、
矢
筈
岳

を
踏
破
。
山
頂
か
ら
の
眺
め
は
絶
景

で
疲
れ
も
い
っ
ぺ
ん
に
吹
き
飛
ん
だ
。

地
区

区
 
長
 
名

浦
本
泰
時
様

高
田
德
郎
様

緒
方
博
徳
様

駒
崎
隆
義
様

5
区

小
林
康
郎
様

１
区

２
区

３
区

４
区

岩石の間をよじ登る参加者


